
平成 28 年 7 月号

                             一般社団法人高知県木材協会

平成 28 年 6 月 11 日(土) 南国市双葉台にて完成見学会を行い一般に公開されました。

在来軸組工法に CLT パネルをはめ込む等をして 2 階建てで建築されています。

高知県内 3 例目の CLT 建築物です。

構造：木造軸組工法

階数：2 階建て

CLT 種類

壁：厚 90mm(3 層 3 プライ)
  床：厚 150mm(5 層 5 プライ)
屋根：厚 180mm(5 層 6 プライ)

                次ページに続く→
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高知県森連会館 完成



場所：高知県南国市双葉台 7 番 1
建築面積：  759.54 ㎡(229.76 坪)
延床面積：1,209.73 ㎡(365.94 坪)
木材使用量：製材 113.40 ㎥・集成材 59.00 ㎥

      CLT 315.90 ㎥

              合計 488.30 ㎥

設計：鈴江章弘建築設計事務所・界設計室・

   ○
エン

ケンチクジムショ・HF 設計

   (株)シグマ設備設計室

施工：(株)岸之上工務店

総工費：およそ 4 億円                    南東方向からの撮影                              

CLT の階段 事務所になる 2 階の部屋

CLT の台 上記の事務所が入っています。

高知県内の CLT 建築物(完成日順)
① 高知おおとよ製材社宅(H26.3)
② 窪津漁業協同組合事務所(H28.1)
③ 高知県森林組合連合会事務所(H28.3)
④ 県立農業担い手育成センター長期研修用宿泊施設(H28.4)
⑤ 田井高齢者福祉施設(H28.5)
⑥ 高知県自治会館新庁舎(H28.8 予定)       次のページに構造見学会の様子⇒
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平成 28 年 7 月 2 日(土)  建築途中の自治会館(高知市丸の内)で構造見学会が開催されました。

3 階までは鉄筋コンクリート、4 階から上は CLT を使った木造建築になっています。

造作材：スギ・ヒノキ製材 127.34 ㎥

    四万十町森林組合から調達された高知県産材を

使用しています。

場内は撮影禁止でした。残念。

場所：高知市本町 4 丁目 1 番 35 号

敷地面積: 798.73 ㎡

延床面積：3648.59 ㎡

構造材木材使用料：集成材 200.12 ㎥

         製材  107.54 ㎥

         CLT   39.26 ㎥

合計  346.92 ㎥

当日は約 200 人が見学に参加しました。 屋上から県庁・高知城を眺める。
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高知県自治会館新庁舎建築工事構造見学会



1. 平成 28 年 5 月 30 日(月)高知会館において木材協会総会が開催され、すべての議案が承認されまし

た。

2. 新規役員の選任について

故 川井喜久博氏の死去に伴い役員の欠員がありましたので、新たに、竹中久貴氏が選任されま

した。また、3 月 23 日の理事会において福留治實氏が副会長に就任されておりますことをご報告

いたします。

また、同日同会場におきまして、高知県木材産業協同組合連合会総会および高知県木材産業政治連盟

総会も開催され、全ての議案が承認されました。

木材産業協同組合連合会 木材産業政治連盟

第 46 回通常総会開催
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木材産業協同組合連合会総会 木材産業政治連盟総会



                 

１ 木材需要拡大普及啓発事業

（１）木材PRの推進

     木造住宅フェアー第12回もくもくランド2016（10月22日（土）・23日（日））

     テレビ番組「おはようこうち」で隔週の日曜日で「木の家」をPR

     民放放送局の放送スタジオセットの木質化及び地域材利用の特集番組の放送

     保育園・幼稚園等への木のおもちゃ貸出事業

（２）公共建築物等の木造化・木質化

     県産木材利用条例の年内策定への要請や非住宅建築物木造化促進事業（一般流通製材を用

いた部材開発・非住宅建築物木造化のための普及ツールの作成）

（３）大消費地への需要拡大

     販売拡大拠点設置事業（消費地に流通拠点を設置し、顧客の利便性と輸送コストの削減を

図りながら、販路拡大につなげる）

     土佐の木販売促進事業（土佐材展示会や商談会・セミナーの開催）

（４）合法木材供給体制の整備

     合法木材法の施行に向けての情報収集等の取り組み

２ 木材産業振興・支援・調査・指導事業

（１）木材業界の体質改善への取り組み

     施設整備等への補助または制度資金の活用の指導、「協会だより」による情報提供

（２）製材若手の会を開催

     建築関係等の異業種との交流会や研修会の開催

３ JAS認定・監査・検査事業

   格付け検査や監査、検査員・審査員担当者研修会など

平成 28 年度重点事業
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前号にてお知らせしましたが、合法木材の法律が今年 5 月に可決成立し、来年 5月から施行されます。

合法木材の法制化
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高知県からのお知らせ



平成 28 年 6 月 6 日（月）高松テルサで開催しま

した。

四国（特に香川県）は土佐材の大消費地でもあり、

昨年度 55棟の建築実績があります。

当日は月曜午前ということもあってか出席パート

ナーは 4 社と少なかったですが県の補助事業の説

明とそれに対しての工務店からの要望など活発な

意見交換が行われました。

平成 28 年 6 月 14 日（火）高知県木材商業協同

組合 2F 会議室で開催しました。

木の住まいづくり助成事業は高知県内で家を建

てるときの県補助金で、以前から「申請書の提出が

難しい」との声が多く寄せられ、木材協会が世話役

となって講習会を開催しました。参加者は 22 名。

補助の要件として合法木材であること、高知県産

材（県内の製材工場での生産または伐採地域を証明

できること）であること、含水率 20%以下の乾燥

材であること、基本部位の 70%以上に高知県産材

を使用すること。とくに重要なところは写真の撮り方で「含水率計に手を添えて写してください」と

いうところ。

この補助金の窓口は県の木材産業振興課 (088-821-4592) です。

尚、木材協会は最新のマイクロメジャー製含水率計をたいへんお安く斡旋しております。

土佐材パートナー(四国地区)意見交換会

こうち木の住まいづくり助成事業申請書作成講習会
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平成 28 年 6 月 29 日（水）サンピアセリーズで開催されました。

林野庁からの施策に関する説明の後、テーブルを囲んで各社が 1 人ずつ現状報告などをおこないま

した。就業者の高齢化や従来から原木を購入していた製材所の減少などの訴えもありました。

大型工場やバイオマスの需要増加に伴い、Ｃ材のみならずＡ材に至るまで全体的に価格の下落が進

んでおり流通部門や製材部門の混乱も見受けられます。

発表する人数が多く、討論には至らずに予定時刻をオーバーしてしまいました。

最後の方が報告した後、司会の先生がまとめをおこない、閉会しました。

平成 28年 7 月 13日(火)高知会

館で行われました。

参加者は 29 人。

第 1 回(5/17)での会議内容をさ

らに進め、非住宅木造化の用途や

規模の選択・工法の選択等につい

ての意見交換をおこないました。

次回からは検査躯体や事例集

を検討していく段階に入ってい

きます。

国産材の安定供給体制構築に向けた四国地区需給情報連絡協議会

非住宅建築物木造化促進事業第 2 回検討会
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平成 28 年 7 月 8 日(金)高知ケーブルテレビ(株) （高知市若松町）で木質スタジオセットの 1 年

間の貸借協定式を行いました。高知県林業活性化推進協議会の事業です。

今年 4 月の「さんさんテレビスタジオセット」に続き 2 つめの報道関係の木質化ができました。

高知県産桧を使い、(有)セト青柳工芸で加工されました。今後はニュース等で頻繁に登場し、木材

の良さを広く消費者に宣伝してくれることを期待しています。

また、高知ケーブルテレビ(株)様には今後、地域材に関するいろいろな特集を組んで頂けるようお

願いしました。

高知ケーブルテレビ(株)スタジオセット木質化
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1. 展示会開催事業 (山西プロウッドスタイルフェア)

開催日：平成 28 年 5 月 21 日(土)～22 日(日)
場所：愛知県弥富市(株)山西プレカット工場

名古屋で毎年 5 月と 10 月の 2 回開催され

る山西の展示会です。今年も(協)高幡木材セ

ンター・(協)西部木材センターから土佐材が

出品されました。

来場者は約 2,800 人

高知県木材協会から「木の玉プール」「木の

おもちゃ」を貸し出しましたところたいへ

ん喜ばれました。

2. 販売拡大拠点の設置 ((株)HIKARI ウッドステーション金沢)

平成 28 年 5 月 23 日(月)に石川県

の(株)HIKARIウッドステーション

金沢を訪問し新規拠点契約を行い

ました。

北陸では初めての土佐材流通拠

点の誕生です。

6 月 1 日から利用を開始しました。

同時にウッドステーション上越(新
潟県)も契約しています。

北陸地区ではこれまで桧の使用

が少なく、今後土佐材の拡販の可能

性が大きいとのことです。

土佐材流通促進協議会
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３. 展示会開催事業 (東京中央木材市場 第 3 回優良高知土佐材展 )

開催日：平成 28 年 6 月 22 日(水)
場所：千葉県浦安市 東京中央木材市場(株)

一般材・役物とも市況の厳しいなか、高知の製

材所と東京中央木材市場の浜問屋が連携して販

売に努力してくれました。

この日の土佐材の展示は約 200 ㎥

約半分を即日販売できました。

販売実績：108.0011 ㎥ 金額 645 万円

開催日：平成 28 年 7 月 6 日（水）午前

場所：大阪産業創造館

参加企業：6 社 8 人

午後に行われる大阪商談会の会場を利用し、午前

中に関西地域の土佐材パートナー企業意見交換会を

行いました。

高知県の補助事業の変更点を説明するなどして、

参加者からも活発な質問がありました。

特に、産地商談会事業は好評で、お施主様を連れ

て高知の山や自然を見学できるので工務店から毎年

利用していきたいとの声が出ていました。

備考：「土佐材パートナー意見交換会」は高知県木材産業振興課が主催する事業となります。

   よって次のページに少し飛びますが土佐材流通促進協議会の事業 4 を続けてお知らせします。

土佐材パートナー(関西地区)意見交換会
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４． 消費地商談会事業 ( 「土佐の自然素材で家づくり」 大阪商談会 )

開催日：平成 28 年 7 月 6 日（水）午後  場所：大阪産業創造館  参加企業：5 社 5 人

大阪での消費地商談会も 6 年連続となり、だんだん集客が困難になってきました。それでも「自然

素材の家づくり」にこだわりのある工務店・設計士はまだいます。高知県の補助事業も年々グレード

アップしていますので、土佐材の邸別販売拡大に期待が持てます。

続いて 7 月 21 日には横浜で商談会を開催する予定です。

土佐材流通促進協議会
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資料（1）全国住宅着工数

平成２８年　５月分着工新設住宅戸数：利用関係別・都道府県別表 （単位：戸、％）

対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年

戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比

北海道 3,684 32.9 1,072 6.9 2,045 36.9 44 193.3 523 100.4 364 173.7 159 24.2

青森 452 1.1 316 3.3 106 -8.6 0   -100.0 30 30.4 0 0.0 30 30.4

岩手 780 7.6 451 6.4 229 -13.3 17 750.0 83 137.1 44     -   39 11.4

宮城 1,793 -0.5 659 -11.5 554 -32.0 5 0.0 575 142.6 320     -   255 7.6

秋田 403 16.1 258 -1.5 77 22.2 1 -66.7 67 252.6 56     -   11 -42.1

山形 423 -10.2 291 -7.0 66 -35.3 2     -   64 14.3 0 0.0 64 14.3

福島 1,606 11.1 599 -7.4 674 18.5 5 0.0 328 45.8 137 90.3 191 24.8

茨城 1,857 4.2 809 2.0 735 18.5 2 -80.0 311 -13.4 50 -52.4 261 2.8

栃木 1,232 15.5 423 -19.1 447 28.4 4 0.0 358 86.5 238     -   120 -37.5

群馬 1,032 -5.8 526 -9.9 316 -3.4 3     -   187 1.1 0 0.0 187 1.1

埼玉 6,216 36.8 1,387 5.1 2,133 12.1 2 -87.5 2,694 106.4 1,345 589.7 1,303 17.4

千葉 2,848 -36.5 785 -5.2 1,149 -12.3 2 -50.0 912 -61.0 140 -91.6 763 15.4

東京 13,551 22.9 1,359 11.9 6,283 38.1 26 160.0 5,883 12.1 4,287 9.6 1,548 21.1

神奈川 5,664 8.8 1,147 14.4 2,144 -11.0 71 3,450.0 2,302 28.5 1,012 45.8 1,232 16.4

新潟 1,046 -3.9 694 14.7 255 -37.7 0   -100.0 97 36.6 48     -   49 -31.0

富山 581 53.3 275 10.0 285 345.3 0   -100.0 21 0.0 0 0.0 19 -9.5

石川 461 -5.1 275 -7.4 126 -10.0 1 -50.0 59 25.5 0 0.0 55 17.0

福井 410 4.1 250 6.8 137 -7.4 0 0.0 23 91.7 0 0.0 23 91.7

山梨 407 43.3 257 13.7 115 194.9 1 0.0 34 88.9 0 0.0 34 88.9

長野 1,010 20.5 640 12.7 269 28.1 0   -100.0 101 74.1 0 0.0 99 70.7

岐阜 737 -14.1 477 -4.2 138 -17.9 1 0.0 121 -36.6 0   -100.0 121 -16.0

静岡 1,817 -5.1 871 -0.3 679 21.7 4 -69.2 263 -44.0 51 -85.2 212 69.6

愛知 5,064 6.5 1,588 -4.6 2,239 29.5 20 -60.8 1,217 -7.0 323 -48.4 890 30.3

三重 872 -1.5 469 15.8 309 17.0 0   -100.0 94 -56.1 0   -100.0 94 1.1

滋賀 673 4.0 349 4.5 176 -25.7 0 0.0 148 94.7 60     -   88 15.8

京都 1,266 -39.7 360 -5.0 435 -42.5 47 1,466.7 424 -55.9 182 -74.3 242 -4.7

大阪 5,705 47.0 1,021 71.0 2,705 64.9 6 -90.2 1,973 24.6 1,026 25.1 947 24.9

兵庫 2,218 -25.7 816 8.7 849 -5.6 1 -75.0 552 -58.5 106 -88.7 446 14.7

奈良 524 31.0 226 11.3 141 38.2 1     -   156 64.2 0 0.0 156 64.2

和歌山 296 -26.6 163 -13.3 60 -66.3 0 0.0 73 97.3 54     -   19 -48.6

鳥取 286 76.5 131 36.5 142 129.0 1     -   12 200.0 0 0.0 12 200.0

島根 292 81.4 108 2.9 133 177.1 0   -100.0 51 628.6 38     -   13 333.3

岡山 750 -28.6 392 -8.8 217 -46.2 0   -100.0 141 -32.2 56 -62.2 85 46.6

広島 1,557 68.7 456 23.2 787 113.9 2 -50.0 312 72.4 64 82.9 248 69.9

山口 611 -7.0 210 -30.7 190 -41.7 175 5,733.3 36 44.0 0 0.0 36 44.0

徳島 413 18.0 166 7.1 239 134.3 0 0.0 8 -91.4 0   -100.0 8 -11.1

香川 636 69.6 230 29.2 219 23.7 4     -   183 815.0 155     -   28 55.6

愛媛 573 17.2 327 16.4 201 21.8 0 0.0 45 4.7 0 0.0 45 4.7

高知 245 11.9 105 -13.2 114 52.0 1     -   25 8.7 0 0.0 25 8.7

福岡 3,731 23.7 804 11.7 1,966 15.0 12 -82.9 949 83.9 632 154.8 313 16.8

佐賀 595 45.8 234 43.6 328 47.7 1     -   32 39.1 0 0.0 32 39.1

長崎 419 -14.0 207 -11.9 161 -1.2 26 2,500.0 25 -71.6 0   -100.0 25 13.6

熊本 776 -10.8 255 -19.6 265 -18.2 10 150.0 246 9.3 173 4.8 73 21.7

大分 777 49.1 259 16.1 381 76.4 81     -   56 -31.7 0   -100.0 52 100.0

宮崎 594 26.7 241 9.0 223 10.9 0 0.0 130 176.6 82     -   48 2.1

鹿児島 760 -4.9 349 12.6 303 -5.3 7 -41.7 101 -35.7 36 -60.4 65 -1.5

沖縄 1,085 -13.5 214 -22.2 682 -23.6 1 -85.7 188 138.0 157 273.8 31 -16.2

合　計 78,728 9.8 23,501 4.3 32,427 15.0 587 56.1 22,213 7.9 11,236 -0.8 10,796 18.0

北海道 3,684 32.9 1,072 6.9 2,045 36.9 44 193.3 523 100.4 364 173.7 159 24.2

東北 5,457 4.2 2,574 -4.6 1,706 -11.6 30 76.5 1,147 92.8 557 673.6 590 12.8

関東 33,817 11.5 7,333 3.9 13,591 16.0 111 126.5 12,782 11.2 7,072 7.6 5,547 15.2

北陸 2,498 6.4 1,494 7.8 803 5.5 1 -98.0 200 32.5 48 #DIV/0! 146 -3.3

中部 8,490 0.9 3,405 -1.0 3,365 23.8 25 -62.7 1,695 -22.4 374 -67.2 1,317 26.0

近畿 10,682 2.6 2,935 19.7 4,366 14.5 55 -19.1 3,326 -18.6 1,428 -42.2 1,898 18.0

中国 3,496 18.4 1,297 -0.5 1,469 21.7 178 947.1 552 29.9 158 -13.7 394 66.9

四国 1,867 30.3 828 12.7 773 48.9 5 261 45.8 155 84.5 106 14.0

九州 7,652 16.5 2,349 7.3 3,627 14.9 137 57.5 1,539 35.2 923 47.4 608 18.8

沖縄 1,085 -13.5 214 -22.2 682 -23.6 1 -85.7 188 138.0 157 273.8 31 -16.2

首都圏 28,279 12.0 4,678 7.1 11,709 15.1 101 215.6 11,791 10.3 6,784 4.9 4,846 18.0

中部圏 8,490 0.9 3,405 -1.0 3,365 23.8 25 -62.7 1,695 -22.4 374 -67.2 1,317 26.0

近畿圏 10,682 2.6 2,935 19.7 4,366 14.5 55 -19.1 3,326 -18.6 1,428 -42.2 1,898 18.0

その他地域 31,277 13.2 12,483 1.6 12,987 12.9 406 94.3 5,401 48.4 2,650 112.9 2,735 14.6

うち一戸建総数 持家 貸家 給与 分譲 うちマンション

住宅着工情報

p.14
政府統計資料による



資料（2）全国の月別新設住宅着工(25 年度～28 年度) 28 年 5 月まで

平成 28 年 5 月の全国の新設住宅着工数は 7 万 8,728 戸で前年同月より 9.8％増加し、今年 1 月から

5 ヶ月連続で前年より増加した。

持ち家（注文住宅）は、前年同月比では 4.3％増の 2 万 3,501 戸となった。

市場をけん引していた貸家は前年同月比 15％増の 3 万 2,427 戸と高水準を保っている。

分譲住宅は前年同月比 7.9％増の 2 万 2,213 戸で一戸建てが同 18％増の 1 万 796 戸、マンションが同

0.8％減の 1 万 1,236 戸となった。

今年に入って大手ハウスメーカーを中心に住宅市場は明らかに好調で、着工数は平成 27 年より明

らかに前倒しで推移しており、現状では、消費増税の延期の影響はほとんど感じられない。
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資料(3) 高知県の月別新設住宅着工数(平成 25～28 年 5 月まで)

高知県の平成 28 年 5 月の住宅着工数は、前年度比 11.9％増の 245 戸と大幅に上回った。

持ち家は、同-13.2％減の 105 戸と大幅に減少した。

貸家は同 52％増の 114 戸と大幅に増加し、市場をけん引している。

分譲は同 8.7％増の 25 戸で、内訳はすべて分譲住宅だった。

高知県内の住宅着工は大手賃貸メーカーが中心になって推移している。

資料(4) 四国の月別新設住宅着工数(平成 25～28 年度)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
１０

月

１１

月

１２

月
１月 ２月 ３月

H25 283 312 188 286 378 284 601 413 301 208 222 182
H26 209 133 233 235 277 284 251 285 187 192 211 258
H27 240 219 210 302 139 235 235 311 182 171 286 192
H28 230 245
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資料(5) 製品市況 関東市売り場(27 年 7 月～28 年 6 月 13 日まで)  木材ウィークリー参照

（備考：桧ＫＤ土台 4Ｍ 105 角 と 桧ＫＤ土台 4Ｍ 120 角 は同価格の為、グラフが重なって見えます。）

平成 28 年 7 月の国産材製品市況は、梅雨時期に入り一部を除きプレカット工場の稼働が落ち、需

要が減少している。一方で、市場問屋の商いも低迷しているが、梅雨時期による丸太減少等の影響も

あり、価格は底打ち感がある。構造材は桧 KD 土台角、杉 KD 柱角とも荷動きは低調でやや価格は弱保

合、羽柄材は杉 KD間柱を中心に弱保合。役物も引き合いが少なく、弱保合で推移している。

東京中央木材市場 H28.6.22
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資料(6) 平成 27～28 年丸太市況 桧 3～4ｍ（久万広域森林組合分）平成 28 年 7 月 15 日まで

平成 28 年 7 月の桧丸太価格は、例年どおり梅雨時期に入り出材が低調なことや虫害の時期に入っ

た事などにより製材用材は若干価格が上昇している。しかし製品市況が低調な為、大幅な上昇は見込

めない様相で推移している。低質材は合板・チップ・バイオマス等が下支えしており他産地に比べて

居所高で推移している。今後は愛媛のサイプレス・スナダヤの新工場建設で低質材を中心に、大幅な

丸太需要の増加が見込まれることから価格上昇が懸念される。

資料(7) 平成 27 年～28 年丸太市況 杉 3～4 ｍ(久万広域森林組合分) 平成 28 年 7 月 15 日まで

平成 28 年 7 月の杉丸太価格は、例年どおり梅雨時期に入り出材が低調なことや虫害の時期に入っ

た事などにより製材用材は若干価格が上昇しているが、製品市況が低調な為、大幅な上昇は見込めな

い様相で推移している。低質材は合板・チップ・バイオマス等が下支えしており他産地に比べて居所

高で推移している。
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平成 28 年 7 月の商況は、住宅着工については前年度比プラスを推移している。大手ハウスメーカ

ーや、パワービルダー・賃貸大手メーカーなどは好調で推移しているが、一般流通は低調で、国産材

製品相場は構造材・羽柄材とも弱保合となっている。また、役物需要の減少も深刻になっており、全

国的に役物不振が続いている。また、梅雨時期や虫害時期に入って、丸太出材が減少しているので大

きく相場を上げるあげる様相は見られない。今後は盆明けからの需要期での荷動きに回復期待が高ま

っているが、消費増税の延期や円高による輸入材の競争力強化などにより、先行きは不透明だ。

（1） 丸太相場

国産材丸太相場は 7 月に入り、製品需要の低迷や梅雨による

雨や虫害等の時期になり全体的に出材が減少している傾向から

製材用丸太は杉・桧とも今のところは単価が上昇している。

また、チップ用丸太はバイオマスとの競合で強気で推移して

いる。しかし製品の需要は住宅着工が横ばいで推移しているも

のの、プレカット向けや製品市場など一般流通の動きが鈍く

杉・桧とも相場は弱く推移しているため、大幅な丸太価格上昇

はあまり見込めない。

また、役物需要も低迷しており、選木価格も一般材と同様で推移していく様相。

久万広域森林組合 7 月 15 日相場表

杉 桧

長さ 末口計 直 曲 直 曲

3.00 

8～11 251
251

273
273

12
7,300 10,200

13 7,300 10,200
14 8,400 7,000 12,600 11,000
16 12,800 10,600 18,700 16,800

18～22 13,800 11,700 17,400 16,100
24 上 13,000 11,200 17,400 15,200
30 上 10,600 10,300 16,500 14,100

4.00 

8～11 389
389

400
400

12
11,000 11,200

13 9,000 11,800
14～16 10,300 8,000 17,800 15,000
18～22 11,900 10,700 16,700 14,900
24 上 14,300 11,100 17,300 16,200
30 上 12,200 11,100 19,000 18,400

6.00 18 上 12,500 11,000 23,000 19,000
注） 3 桁は本売り 単位㎥

７月の商況
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（2） 国産材製品相場

国産材製品は、7 月になって大手の住宅会社とプレカット向けは

好転してきたが、一般流通はいまひとつの状況が続いている。

一部では「見積りが増えてきた」との声もあり、盆明けの荷動き

に期待する向きも見られるが、消費増税の延期や最近の円高などで、

全体の先行きの不透明感はぬぐえない。

大工・工務店の受注はリフォームが中心で新築需要が少なく、構

造材・羽柄材とも数量が伸び悩んでいる。また、役物は杉・桧とも

45mm 厚の鴨居が売りづらくなってきていて、造作材が低迷している。

首都圏市場の木材標準相場表  単位㎥

品目 樹種 寸法 等級 6 月 7 月

柱角 杉（KD) 3Ｍ 105mm 角 特等 47,000 47,000
間柱 杉（KD) 3Ｍ 30×105mm 特等 47,000 47,000
柱角 桧（KD) 3Ｍ 105mm 角 特等 57,000 57,000
柱角 桧（KD) 3Ｍ 120mm 角 特等 57,000 57,000

土台角 桧（KD) 4Ｍ 105mm 角 特等 57,000 57,000
土台角 桧（KD) 4Ｍ 120mm 角 特等 57,000 57,000

（3） 米材

国内挽き米松製品は、競合製品である欧州産 RW集成平角のユーロ安が懸念されるものの、供給がタ

イトで価格は維持している。しかし消費増税を見越して多めに丸太を手当し生産量を増やしたため、

引き合いは好調だが、高めの在庫水準が続いている。そのため、製品の供給に不足感は無く、KD平角

や小角・平割類はおおむね保合で推移している。このところ急速に円高が進んでおり、輸入製品は弱

含みで推移しているため、製品価格の軟化が続いている。米ツガは需要が引き締まってきており、保

合で推移している。

首都圏市場の木材標準相場表(国内挽き）        単位㎥

樹種 寸法 等級 6 月 7 月

平角 米松 KD 4M 105×270mm 特等 54,000 54,000
平角 米松グリン 4M 105×270mm 特等 44,000 44,000
角材 米松 KD 4M 105mm 角 特等 57,000 56,000
タルキ 米松 KD 4M 45×45mm 特等 56,000 56,000
タルキ 米松グリン 4M 45×105ｍｍ 特等 45,000 45,000

注入土台角 米ツガ 4M 105ｍｍ角 特等 56,000 56,000
注入土台角 米ビバＦＯＨＣ 4M 105ｍｍ角 特等 73,000 73,000

首都圏市場の木材標準相場表(輸入品）        単位㎥

角材 米松 KD 4M 105mm 角 特等 51,000 51,000
平割 米松 KD 3M 45×90ｍｍ 特等 51,000 51,000

タルキ 米松 KD 4M 45×60ｍｍ 特等 52,000 52,000
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（4） 欧州材・ロシア材

7 月の欧州材については、Wウッド集成管柱は依然不足感が

強くジリ高傾向で推移している。Rウッド集成平角は不足感が

残るものの相場を押し上げるほどではなく、ここにきて Wウッ

ド間柱は入荷回復で不足感がほぼ解消された。

国内産 Wウッド集成管柱用ラミナは保合で推移している。

現地のユーロ価格は上げたが、円高で相殺され価格変動の恐れ

は今後も少ない様相。

ロシア材も良材を中心に原木・製品とも入荷が減っているが価格は横ばいで推移している。

首都圏市場の木材標準相場表        単位㎥

樹種 寸法 等級 6 月 7 月

集成平角（国産） R ｳｯﾄﾞ 4M 105×240mm 特等 57,000 57,000
集成管柱（国産） W ｳｯﾄﾞ 3M 105mm 角 特等 1,850 1,850
間柱（欧州産） W ｳｯﾄﾞ（KD) 3M 27×105ｍｍ 特等 51,000 51,000
集成平角（欧州産） R ｳｯﾄﾞ 4M 105×240mm 特等 57,000 57,000
集成管柱（欧州産） W ｳｯﾄﾞ 3M 105mm 角 特等 56,000 56,000
ラミナ W ｳｯﾄﾞ 乱尺 35,000 35,000
ラミナ R ｳｯﾄﾞ 乱尺 36,000 36,000
ロシアタルキ アカ松 KD 3.8M 35×35ｍｍ 特等 62,000 62,000
ロシア胴縁 アカ松 KD 3.8M 16×40ｍｍ 特等 70,000 70,000

（5） ＮＺ・チリ材

梱包・パレットの引き合いが低迷し荷動きが鈍化。実需不足が長引いており、木箱・パレットとも

に需給が縮小している中、国産木材のシェア拡大も重なって不振が続いている。そのため、梱包メー

カーは少ない需要に売り込みをかけ過当競争を引き起こしている。

また梅雨時期に入り、在庫積み増しを嫌っており、最近の円高の影響もあり、しばらくは輸出梱包

の不振が続く様相。

梱包関連標準相場表        単位㎥

樹種 寸法 等級 6 月 7 月

割板 ラジアタ松 4M 15×240mm 特等 38,000 38,000
割角 ラジアタ松 4M 27×85ｍｍ 特等 36,000 36,000
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（6） 針葉樹合板

国産針葉樹合板は 4 月上旬の最大手の火災（秋田プライウッド）が起きる直前まで、相場は日増し

に弱気配が濃くなる傾向だったが、その後市場環境は一変した。供給不安から仮需発注が増加し、メ

ーカーは過去最高の生産・出荷水準を 1 年近くも続けてきたが、それでも商社や問屋は遅れがちにな

った客先への対応に追われてきた。そこにいよいよ実需が台頭し、6 月から大口需要家の切迫感が強

まっており、合板メーカーは必要量を慎重に見極めた出荷を続けようとしているが、製品全般に品薄

感が広がってきている。

首都圏針葉樹構造用合板関連相場表        単位 枚

樹種 寸法 6 月 7 月

針葉樹構造用合板 JAS 12ｍｍ 910×1820ｍｍ 910 920
針葉樹構造用合板 JAS 15ｍｍ 910×1820ｍｍ 1,250 1,280
針葉樹構造用合板 JAS 24ｍｍ 910×1820ｍｍ 1,780 1,800
針葉樹構造用合板 JAS 28ｍｍ 910×1820ｍｍ 2,060 2,100

（7） プレカット

6 月のプレカット会社の受注状況は大手の分譲系住宅会社が中心になって受注をけん引していたが、

それ以外の注文住宅会社や地域ビルダー・工務店は伸び悩んでいた。見積りも増加傾向だったため、

さらなる受注増が期待されたが、実際には小幅増にとどまった。

7 月は見積りも伸び悩んでおり、受注は回復基調だが先行きに不透明感がでてきている。一方で、

非住宅や集合住宅が出て来ており、これらの仕事を確保できているところでは、稼働率の下支えにつ

ながっている。

7 月のプレカット稼働調査（全国平均表）

                                          単位：％ （ ）内は前年比

5 月（実績） 前年比 6 月（受注） 前年比 7 月（見込） 前年比

北海道 139.0 119.4 137.5 100.0 115.0 87.5
東 北 73.0 93.0 84.0 120.0 84.0 115.0
関 東 93.0 97.8 102.8 96.4 108.3 99.7
中 部 77.7 96.7 82.3 95.7 83.3 98.3
関 西 96.7 98.3 93.3 100.0 93.3 100.0
中 国 68.5 95.0 97.5 113.0 95.0 110.0
四 国 108.0 124.0 105.0 132.0 105.0 111.0
九 州 97.5 100.0 102.5 99.0 - -
全国平均 94.2 103.0 100.6 107.0 97.7 103.1

日刊木材新聞・木材建材ウークリー他参照
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行事予定

7 月 20 日（水） 四国四県木材協会等団体長会議 （松山市）

  21 日(木)  土佐材パートナー企業意見交換会 （横浜市）

    〃      「土佐の自然素材で家づくり商談会」in横浜

      27 日(水)  木材利用推進全国会議 (東京都)

〃     扇木材第 6 回土佐材まつり（福岡市）

8 月 2 日（火） ＣＬＴ幹事会  (森連ビル)

   9 日（火） 全木連、全木協連総務委員会・表彰選考委員会及び

         林野庁との意見交換会  （東京都）

9 月 13 日 (火)～14 日(水)   ＪＡＳ検査員・審査員担当研修会 （高松市）

   21 日（水）～22 日（木祭） 富士通とのパートナー協定による高知家学講座

（東京テックショップ）

   

次世代へつなぐウッドファースト社会目指して

一般社団法人高知県木材協会

〒780-0801 高知市小倉町 2 番 8 号

TEL:088-883-6721 FAX:088-884-1697
http://www.k-kenmoku.com
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